




































































































































































































































第 1学年では，1学期 30時間，2学期 24時間，3学期 16時間の計 70時間の授業時数があった。本
校では，週 5時間の国語の時間を 3時間と 2時間に分けており，それぞれ担当する教員が異なる。筆



















































































































































































































































































（2012年 12月 12日）・日本国語教育学会中学校部会研究会（2014年 1月 25日））がある。
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